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研究成果の概要（和文）： 
研究成果は、『アジア ICT企業の競争力－ICT人材の形成と国際移動』(ミネルヴァ書房刊、
２０１０年４月)としてまとめられた。本研究の課題は、二つある。一つは、台湾、韓国、中国、
インドのアジア ICT企業の発展パターンは異なっており、ICT産業の特定セグメントに専業化している
ことを解明すること。他の一つは、このアジアＩＣＴ企業の研究開発力と産業発展には、アメリカと日本か
らの ICT人材の国際的な移動が、貢献していることを解明することである。 
 
研究成果の概要（英文）：We accomplished a research result as a new book , “The 
Competitiveness of Asian ICT firms: the training and international mobility of high 
talented manpower.” A new book has two themes. One is to clear that the pattern of 
development of Asian ICT firms including Taiwan, Korea, China, India are different with 
specified segment industries. Another is to clear that capabilities of research and 
development of ICT firms and the industrial development in Asia are due to the 
international mobility of ICT talented manpower from U.S. and Japan. 
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１． 研究開始当初の背景 
当該分野に関連する国外の研究は、アメリ

カ IT 企業のオフショア・アウトソーシング
がインドや中国という各国別に展開されて
いることを解明してきた。また、これに先立

つ研究は、アジアの各国からの IT 人材がア
メリカへ「頭脳流出」する段階から、再び本
国へ「頭脳環流」するようになりアジアの IT
産業の発展に貢献したことを解明してきた。
国内の研究においてもアジアにおける産業
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集積の研究として各国別に、また、地域的な
産業集積間の関連の研究が蓄積されてきた。
国内外の先行研究は、IT 産業がグローバルな
国際分業構造にあり、アジアにおける IT 産
業もそのなかに位置づけられて地域的な発
展を遂げてきたこと、また、アメリカからの
IT 人材のアジアへの国際移動が、その発展に
重要な役割をはたしたことを解明してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、1990 年代以降、アジアで急速に

進んだ IT 産業の発展を日本とアメリカから
の IT 人材の国際移動という人的側面から解
明するものである。本研究は、アメリカと日
本からの IT 人材のアジアへの国際移動が、
各国の IT 産業の独自的な発展に貢献したこ
とを解明する。 
 
３．研究の方法 
この目的のため本研究は、アメリカと日本

からの IT 人材という知識労働力の国際移動
について IT企業にヒアリング調査を実施し、
中国（大連、北京、上海）、インド、台湾、
韓国などアジア各国・地域の IT 産業の比較
を行う。 
 
４．研究成果 
本研究成果は、『アジア ICT 企業の競争力

－ICT 人材の形成と国際移動』(ミネルヴァ書
房刊、２０１０年４月、258＋ｖ頁)としてま
とめられた。本研究の課題は、二つあった。
一つは、台湾、韓国、中国、インドのアジア
ICT 企業の発展パターンは異なっており、ICT
産業の特定セグメントに専業化していること
を解明すること。他の一つは、このアジアＩ
ＣＴ企業の研究開発力と産業発展には、アメ
リカと日本からの ICT 人材の国際的な移動
が、貢献していることを解明することである。 
 本研究の学術的な特色は、アジアにおける
ICT 産業の発展を人的な移動と交流の側面か
ら解明したところにある。本研究の独創性は、
中国（大連、北京、上海）、台湾（台北・新
竹）、インド（バンガロール）、韓国（ソウル）
における ICT人材と産業集積の発展パターン
の地域比較を行っていることである。アジア
における ICT 産業の発展は著しく、地域的な
産業集積を形成して国際的分業構造の側面
をもっているが、その発展パターンは各国・
地域ごとに一様ではない。IT アウトソーシン
グに強みを持つ中国、ソフトウェア産業に強
みを持つインド、パソコン・ハードウェア組
み立てに強みをもつ台湾、ＤＲＡＭ半導体に
強みを持つ韓国である。中国一国においても
北京、上海、大連の各地域においても地域的
産業集積の特色を持っている。これらのアジ
ア各国・地域の IT 人材と産業集積の発展パ
ターンの比較研究は、未開拓の分野であり、

その研究の意義は大きい。 
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